８．インカレ実施規則へのドーピング関連項目の追加について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本学連幹事長　奥田雄彦

昨年度、日本アンチ・ドーピング委員会（ＪＡＤＡ）から、インカレにおけるドーピング検査導入の依頼があり、インカレ実行委員会が協議した結果、実施するという結論に至った。しかしながら、加盟員に向けてのドーピング検査実施の告知がインカレの一ヶ月前の要綱３ということから充分な告知期間が学生側に与えられなかったため、直前で混乱が起きることとなった。結果的に前インカレでは１名の選手がドーピング検査の対象となり、今後、インカレにおいてＪＡＤＡから依頼があった場合は一競技界として積極的にドーピング検査を実施していくという方針で決まった。

インカレにおけるドーピング検査関連項目の正式な規約が今までインカレ実施規則になかったことが混乱の根底となっているという観点から今総会ではインカレ実施規則へのドーピング関連項目の追加を行いたい。
	日本学生オリエンテーリング選手権大会実施規則

第２章　競技に関する規則

　　第２９条　競技上の公正

２９．１０を追加


「主管者は競技の公平性を尊重する立場から、参加者に対し、必要に応じてドーピング検査を実施することができる。」


９．アンチ・ドーピング講習会について

今年度９月１６日、技術諮問委員会主催でアンチ・ドーピング講習会を行ったが、人数が集まらなかったことから中止となった。

　主に理由として、日程面、金銭面、そもそも学生のニーズにそぐわなかったということが考えられる。

そこで、アンチ・ドーピング講習会の必要可否、妥当な受講料、妥当な日程のアンケートを採りたいと考えている。近日中に期日を設けてメーリス上にアンケートを投げるので、それに回答し提出していただきたい。
※参考－2007年度　日本学連 アンチ・ドーピング講習会 要項－

【講師】藤井 範久氏

【日時】2007/9/16(日)　15:00～16:30

【場所】駒ヶ根　市民交流活性化センター　多目的ホール

　　　　　住所：長野県駒ヶ根市中央3-5

【参加費】1000円（学連加盟員）1500円（学連賛助会員)3000円（上記以外）
